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＜連絡事項＞
・ハザードボックスの中に注射針を分けずに捨てている事が多くあります。注射針は針ボックスへ分けて入れてください。
・新規入院の患者様は、インフルエンザのワクチン接種の有無を確認して下さい。転出時には、インフルエンザのワクチン接種の有無も申し送るようにして下さい
＜患者様連絡事項＞
・和田　昌様～療養環境変更目的にて東Bユニットから西Bユニットへ転出となる。
・神田　直樹様～療養環境変更目的にて東Bユニットから西Bユニットへ転出となる。
・嶋守　直人様～持参薬当院処方へ切り替えで6日分処方となる。
・小笠原　久年様～本日昼よりフルメジン(1)1T 1×昼で追加処方となる。
・高屋敷　良子様～昨日嘔吐あり。本日夕よりファモチジン(20)1T 1×夕で追加処方となる。また、出血に関してはリクシアナ服用による出血傾向が考えられる為、M-G挿入時は注意するようにとの指示。

・板橋　愼悦様～膀胱留置カテーテル交換行っている。
・夏坂　浩美様～膀胱留置カテーテル交換行っている。

・中居　松男様～多弁・多動さ続いている為、本日昼よりバルプロ酸Na(200)1T 1×昼で本日より追加処方となる。
・坂上　忠三郎様～大川PSWより退院調整について情報提供あり。入院前と違うサービス　を使用する為、これからサービス調整を行うとの事。サービス調整結果は来週ケアマネより連絡が来る予定。

・石黒　理一郎様～大川PSWより退院調整について情報提供あり。1/28 14時に三戸社協が本人の状態確認のために来院予定。状態確認後早くて来週末の退院予定となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放中ホールにてテレビを観て過ごす。飲水行動はない。妄想様発言ないが、眼光の鋭さ続いている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・木村　格治様～終日隔離中。午前中は自室にて静かに臥床して過ごす。昼食後より妄想様発言聞かれ、易怒性や声高さ見られている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放前よりドア蹴り
している。開放中も他者への付き纏い行為あり、早めに開放観察終了としている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～時間隔離中。幻聴の訴えあるが、不穏さは無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・板橋　愼悦様～身体拘束中。バイタルサイン異常無し。介入に対する拒否や抵抗なく穏やか。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・高屋敷　良子様～身体拘束中。昨日準夜帯で嘔吐あるが、本日は嘔気や嘔吐の訴えは無く経過。バイタルサイン異常無し。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・大久保　すい様～身体拘束中。バイタルサイン異常無し。「ダイエットだからご飯いらない」と話すが、各食1/2～2/3摂取する事出来ている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・見付　幸一様～朝食1/4、昼食不食。点滴自己抜去あるが、再刺入に対する拒否はない。
・矢崎　清三様～ホールにて過ごされている。弄便行為あり介入要している。ミトン着用に対する拒否は無いが、すぐにミトン外している。
・嶋守　直人様～日課以外は自室にて臥床して過ごす。貧困妄想様の独語あるが、不穏さは無い。
・夏坂　浩美様～バイタルサイン異常無し。倦怠感訴え活気の無さ見られている。
＜安ヶ平Dr診察情報＞
・藤井　崇史様～次回定期よりジアゼパム中止、他同内容で処方となる。
＜新入院患者様情報＞

氏    名：高橋　長一様

  生年月日：昭和3年2月5日　　90歳

  病    名：高度アルツハイマー型認知症

  性    別：男性

  病　　棟：東病棟Cユニット

  主治医  ：馬渡Dr

  入院形態：医療保護入院

（経緯）

　H30.12.11右手足蜂窩織炎、偽痛風の為、五戸総合病院へ入院。入院直後より、歩 行状
態悪く寝たきりに近い状態になり、不眠、昼夜逆転、暴言ベッド柵を外して歩く等の危険
行為があり常時見守りが必要であった。夜間ベッド柵を常時鳴らして音をたてているため
大部屋の患者より苦情が入りミトンを着用したが、その際介護抵抗や、うわ言のように妻
の名を呼ぶ等から数日でミトンを中止。以後もオムツ外し等の行為が継続したため同月23
日より長女が病室に付き添っていた。身体治療は完了したが自宅での生活は困難なため転
院の依頼があり本日当院受診。13：43東Ｃユニットへ医療保護入院となる。

・受け持ちNs：工藤Ns
・LT：Bプラン　持参のオムツが無くなり次第オムツプラン①へ
・インフルエンザ予防接種済み
・十和田　はし眼科へさかさ睫毛の処置のため受診の必要あり。今月中に家族より連絡が
くる予定。
